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はじめに

2010年7月より，筑波大学体育系は留学生の受

け入れ， 日本人学生の海外派遣及びグローバル人

材としての資質や英語力向上を目指し.Tsukuba 

Summer Institute for Physical Education and 

Sport (以下， τ'SI)を毎年実施してきた。 TSI

のホームページには， 目的について①筑波大学

とその交流協定校の連携，②体育・スポーツ教

育とスポーツ科学に関わる最新情報の交換，③

大学スタッフ・大学生・大学院生の実践力向上

の3点が示されている O

これまでの開催実績は，第 1回目となる TSI

2010 が 7 日開 (2010 年 7 月 25 日~ 31自)• 

TSI2011が 8日間 (2011年 7月 16B ~ 23日). 

そして 3回目となる τ'SI2012は9日開 (2012

年 7月 27B ~ 8 J=J 4日)開催されており， 回

を重ねるごとに開催期間も 1日ずつ延長され

ている o TSI2012には海-外 10カ国 15大学か

ら46名の学生と， 25名の日本入学生(うち本

学学生 23名)の合計 71名が参加した(学部生

13名，大学院生 58名)。

TSIの企画・構成・講師の選出等は， "'" 
ドフォードシャ一大学，オハイオナ1'1立大学，

クイーンズランド大学及び本学の教員が担って

いる O 上記の大学の教員または交流の深い研究

1 )筑波大学体育系

2 )学校法人了徳寺学園
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者を講師として招聴し研究方法論，各国の運

動文化や心身教育に関する講義や演習， グルー

プワークが行われる。受講資格は日本入学生は

もとより海:外の学生や研究者も参加可能となっ

ている O 講義・演習等は全て英語で行われるが，

英語-に自信の無い受講者にはアシスタントが付

くなどの配慮、がなされている O

τ'SI 2012のプログラムは， 以下の通り (表 1

参照)

プログラムは午前と午後の 2つのパートに分

かれている。両者はさらに全員対象，大学!涜生

対象，そして大学生対象の 3つのパートに分け

て行われる O 全員対象のパートでは，体育のカ

リキュラム改善，体育教師やコーチの実践力向

上を支える取り組み，オリンピック教育に関す

る講義や研究発表，グループ討論などが行われ

るO 大学院生対象のパートでは，研究のプロセ

ス(研究課題の設定，論文の投稿，共同研究の

企画など)に関する講義とワークショップが行

われる O 大学生対象のパートでは，柔道や剣道，

ラボツアーやメンタルトレーニングなどの実習

が行われる。

今回，筆者は大学生対象のパートにおける柔

道実習を担当した。本報告では，その実習の様

子を提示していく。
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2 実習

実翠は 2012年 7月29日(日)， 9 時~ 1011寺

の 1時間で，筑波大学武道館柔道場において実

施された。夏場の運動に際しては熱iや症が懸念

されるが， 2011年度より柔道場に冷暖房が完備

されたため，快適な環境の下で実習を行うこと

が出来た。実習中，受講生からケガや体調不良

に関する訴えはなかった。

内容の充実と安全の確保を図るため，以下の

3名に補助を依頼した。補助員の氏名，所属お

よび担当については以下の通り O

-小倉武蔵(学校法人了徳寺学園職員)

講道館柔道参段，全iヨ本柔道連盟男子シニア

強化選手 (66kg級)，デモンストレーション

及び実技指導を担当

-村瀬i場介(筑波大学体育系)

講道館柔道初段，実習準備及び実技指導を担

当

-武田丈太郎(向上)

実習準備及び撮影を担当

3 受講生

柔道の受講生は 20名で，男性が 14名，女性

が 6名だ、った。 国別にみると日本が 8~l (男性

7名，女性 1名)と最も多く，次いでイギリス

が 4名(男性 2名，女性 2名)， ブラジ jレが 4

名(男性 1名，女性 3名)，韓国が 3名(男性

のみに台湾が 1名(男性)であったO

4 用具

柔道衣の上衣を 15着 (4号 10着， 3号4着，

2号 1着)準備し柔道の投技に挑戦するi役

投げられる側のみ上衣を着用した。 11時間とい

う実習時間中，柔道衣の貸し出しとその着方に

時間を使い過ぎると，礼法や対人技能に挑戦す

る11寺田jが確保出来ない。従って，今回は，柔道

の投技に挑戦する際に柔道衣の上衣だけを着用

させた。

5 実蜜内容

はじめに三木教授より，本日の予定などの諮

連絡がなされた。続いて，松元准教授より実習

の注意事項の説明及び講師・スタッフの紹介が

なされ，実習が開始された。

スタッフ紹介

実習の内容は以下の通り(表 2参照)。

嘉納治五郎(以下，嘉納)は， Iヨ本の伝統的

な武術である柔術を修行しこれを If):JJ台とし

て 1882(明治 15)年に議選宣告柔道を創始した。

こうした誕生の経緯を持つ柔道の特性を理解す

るためには，その前身である柔術の特性や柔道

との異同を知ることが重要である D そこで，実

習では“FeelJudo!!" をテーマとして掲げ，嘉

手I~が柔術を経て柔道を創り上げた過程を追体験

出来るよう，柔術と柔道に関する講義，デモン

ストレーション及び演翠を交互に織り交ぜてプ

ログラムをえ畳んだ。

プログラムは 7つのパートに分かれており，

lパートでは嘉納と柔術に関する講義. 2パー

トでは礼法と柔術の技「小手返Jの演習.3パー

トでは柔道の歴史と技術に関する講義. 4パー

トでは「崩しjと投技のデモンストレーション，

5パートでは柔道の投技「膝車jの演習.6パー

トでは嘉納の柔道思想に関する講義，そして 7

ノ¥-トでは質疑応答を行った。
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表2 実習内容

展開

o Let's survey!“Jigoro KANO" and “Jujutsu" 

. Jigoro KANO (1860-1938) 

-κ4八fO'Sdiary 

. Jujutsu -with armor -

. J;ザutsu-Ordinary clothes 1 -

. Jujutsu -Ordinary clothes 2 -

. Keikogi 

o Let's try! "Reiho" (Bowing) and Techniques ofソujutsu"

. Ritsurei 

. Zarei 

. Ukemi 

. Kote-gaeshi -Opponent raise his right hand in front of my breast 

. Kote-gaeshi -Opponent try to grip my color by his right hand 

o Let's surveyl Techniques and Historical of“Kodokan Judo" 

• The Eishoji temple， founding site of the Kodokan 
. Kuzushi 

. Judogi 

. Ukemi 

. Kata 

o Let's see!“Kuzushi" (Balance-breaking) and “入fage-waza" 

. Oh-soto-gari 

. Kosoto-gari 

. Okuri-ashi-harai 

. Hiza-guruma 

. Seoi-nage 

o Let's try!“Nage-waza" (Throwing techniques) 

. Hiza-guruma -Opponent put his knees on tatami 

. Hiza-guruma -Opponent on standing 

o Let's survey!κ4NO's thought“What is his hope for Judo?" 

. Don't forget respect for opponent 

. Consideration for others 

. Do my best! Get over own weakness!! 

. Juイ10イ l

. SeiJアoku-zenyoand Jita-k)ノoez

o Question and answer 

講義

実習の際に受講生に配布した資料について

は，本報告の巻末にi討した。

6 受講生の感想

受講生 20名に対して実習に対する感想文を

依頼し， 9名から感想文の提出があった。いく

つか抜粋し以下に紹介する O

0実習全体に対して

. 1 really enjoyed the combination of the history 
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ofJudo， watching， demonstrations， and getting 

to practice some ski1ls. 1 think learning about 

the history of how Judo evolved and its fonder 

Kano was very interesting & impor匂ntto help 

understand the practical aspects. (24歳，男性，

University of Edinburgh) 

. Other important things that 1 liked was the 

possibility to watch the athletes performing 

some skil1s. The possibili旬 totry some basic 

skil1s was also good to improve my knowledge 

about Judo. (29歳，男性， University of Sao 

Paulo) 

. Very well Instructed. Opened my knowledge 

to the martial arts which with fu1'ther study 1 

can bring into my own teaching. Good fun. (20 

歳，女性， University of Edinburgh) 

. 1 enjoyed this class because we could 

learn and practice the martial a1'ts. 1 could 

unde1'stand Judo and Jujutsu. (19歳女性，

Unive1'sity of Sao Paulo) 

柔道の講義，デモンストレーション，そして

演習を交互に行う形式は，受講生に好評で、あっ

たO 現役選手の迫力有るデモンストレーション

を見ることが出来たこと，そして柔道の基本的

な技術の体験が，受講生にとって印象的であっ

た様子が窺える。

0柔道の思想について

. 1 think a 1'eally important pa1't of judo is the 

belief， the 1'espect fo1' the opponent， the 

philosophy， because many people conside1' 

ma1'tial a1'ts just a fight， but we could clearly 

see in this class that it is not true. (19歳，女性，

Unive1'sity of Sao Paulo) 

実習を通じ柔道と格闘技との違いについて，

相手を尊重する教えや哲学にあると感じた受講

生もいた。

。実習内容に関する指構・要望

(実習時間に|渇して)

. 1 have a good time th1'ough this class. 1 like 

judo. But p1'actice time of judo is too sho1't. If 

p1'actice time of judo is long， more pleasu1'e. 

(32歳，男性， Seoul National Unive1'sity) 

. 1 would have liked to spend longer doing judo 

and learned more throwing techniques. (24歳，

男性， Aberγstwyth U nive1'sity) 

柔術や柔道の技に対する関心が強く，笑技の

li寺閣をもっと多くしてほしかったという意見が

みられた。

(受身について)

. One unfo1'tunate thing・isthat is that teaching 

is not systematic. For example， we lea1'ned 

t1'ipping technique before learned a safe way 

of falling down. So， it was dange1'ous and 

painful when 1 fall down on the floo1'. 1n other 

words， "step by step stTategy" is needed. (31 

歳，男性， Seoul National Unive1'sity) 

実習内容に受身の学習が不足していたため，

柔術や柔道の実技の際に不安があり， もっと段

階的に行うべきだとの指摘があった。

(年齢に対するi知恵)

. Dri11 ski1ls of Judo a1'e ve1'y strong. So， 1 think 

if younger student learn the Judo， they can 

take some different p1'oblems for them to 

solve it or to achieve their goals. So， 1 think 

instructor 0 J udo prepa1'e to make 01' se1've 

座礼
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柔術の技「小手返J

小倉選手の「背負投J

柔道の投技「膝II[J

for younger student can learn better easier， 

and then the dri1l and teaching method has 

sequence. (35 j長男性. HA University) 

年齢毎に指導法を工夫し準備する必要性に

ついて指摘があった。

7 まとめ

柔道の大きな魅力の 1つに相手と組み合っ

て自由に技の攻防を行う乱取(自由練習)が

ある D 乱取が実施可能なレベルに至るまでに

は，柔道衣の着方や受身を含む基本動作の習得ー

から，田技及び投技といった対人技能の習得へ

と段踏を踏む必要がある o 1時間で、乱llY.の魅力

までを体感させることは困難であり，今回は礼

法や技の動作の背景にある歴史を知ること，柔

術と柔道の技術の異同を体感すること， rこの

技は本当に効くのかjを自らの身体で検証する

ことに1;19を絞った。礼法の由来，柔術の手首関

節を極めながら投げる技術，柔道の柔道衣を摺

み「崩し」て投げる技術など，自分が「面白いJ
と感じる柔道の魅力をプログラムに組み込むよ

うにした。デモンストレーションは現役の強化

選手に力強い投技を披露してもらった。受講生

の感想を見ると，多くの人が柔術と柔道の異同

を把握しつつ，柔道の特性を理解してもらえた

と!惑じている O

今回，受身に関しては柔術及び柔道の実技の

際， 2 IITIに渡り全体に指導し 3名のスタッフが

巡回して指導にあたっていた。 但し受身の練

習法については，単独練習を省色両者が正座

した状態から一方が川、手返Jを掛け，一方が

正座の姿勢から受身を行うという形式を採っ

た。この点に対し，受講生から「投技に入るfiiJ

に受身をしっかり学習すべきだ」との指摘や

「年齢に応じたプログラムを準備してほしかっ

たjなどの要望があった。受講者の不安を和ら

げられるよう，今後は受身の単独練翠の時11Jjを

確保し，年齢に応じて実技のi時間や技の練習1m

数を増減するなど，細かい点にも配慮してプロ

グラムをキill.んでいきたい。

TSI の I~l 標は，本学の交流協定校との連携を

密にして情報交換を図ると共に，本学スタッフ
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及び学生の実践力向上を図ることにある。筆者

にとって英語で 1時間柔道を教えるということ

は初めてであったが，柔道の専門家として実習

の依頼をいただいたこと，そしてそれをなんと

かやりきれたことが率寵に嬉しかった。チャン

スを与えて下さったτ'SI関係者の方々と協力し

て頂いたスタッフの皆様に感謝申し上げ.本報

告の結びとしたい。
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